
  

＊
初
め
て
オ
イ
コ
を
こ
し
ら
え
て
も
ら
い
山
に
行
く
。

 

祖
父
に
つ
い
て
山
に
行
く
の
が
楽
し
み
で
あ
っ
た
。
村
の
人
は
常
一
を
「
じ
い

さ
ん
の
ド
ー
ラ
ン
（
胴
乱
）」
と
い
っ
た
。

 
 

八
月
三
一
日
　
玉
田
あ
さ
子
出
生

 

一
月
　
正
月
す
ぎ
に
祖
父
に
連
れ
ら
れ
て
呉
で
職
工
を
し
て
い
た
叔
父
音
五

郎
を
訪
ね
る
旅
を
し
た
。
呉
に
は
一
月
ほ
ど
居
た
。

 

＊
両
親
、祖
父
に
つ
い
て
よ
く
山
に
行
っ
た
。
白
木
山
か
ら
遠
く
の
山
（々
島
々
）

が
見
え
る
の
が
嬉
し
か
っ
た
。
父
に
そ
の
島
々
の
名
を
教
え
て
貰
っ
た
。

 

四
月
　
西
方
尋
常
高
等
小
学
校
に
入
学
。

 

読
方
は
あ
ま
り
好
き
で
は
な
く
、一
学
期
は
乙
で
父
に
叱
ら
れ
た
。
絵
が
好
き
で
、

学
科
に
は
な
か
っ
た
が
よ
く
画
い
た
。

 
 

夏
　
日
独
戦
争
戦
勝
記
念
の
旗
行
列
を
す
る
。

 

秋
　
御
大
典
の
お
祝
い
が
行
な
わ
れ
た
。

 

奉
祝
門
が
所
々
に
た
て
ら
れ
、
村
人
は
村
中
を
踊
っ
て
歩
い
た
。
夜
は
芝
居
や

踊
り
が
あ
っ
た
。

 

こ
の
年
、
弟
市
太
郎
が
叔
父
音
五
郎
の
養
子
と
な
る
。


